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一
、
は
じ
め
に

澁
澤
龍
彥
「
避
雷
針
屋
」
は
「
文
藝
」
一
九
八
〇
年
一
月
号
に
掲
載
さ

れ
、
後
に
短
編
集
『
唐
草
物
語
』
に
収
録
さ
れ
た
。
同
小
説
集
の
中
で
比

較
的
改
稿
の
痕
跡
が
多
く
見
ら
れ
る
一
作
で
あ
る
。
ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ

ィ
ル
（
一
八
一
九
～
一
八
九
一
）
の
短
編
ゴ
シ
ッ
ク
小
説
「
避
雷
針
屋
」（The

Lighting-Rod
M

an

）
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
翻
案
し
た
筋
の
運
び
が
小
説
全
体
の

約
三
分
の
二
を
占
め
る
。
題
材
で
あ
る
メ
ル
ヴ
ィ
ル
「
避
雷
針
屋
」
の
最

後
の
場
面
だ
け
が
意
識
的
に
改
変
さ
れ
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
黙
示
録
的
な
雰

囲
気
が
「
性
愛
と
死
を
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
快
楽
主
義
の
表
明
」

の
明

(1)

朗
さ
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
成
功
作
と
は
見
做
し
難
い
と
一

蹴
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
二
〇
一
八
年
、
映
画
「
文
豪
ス
ト
レ
イ
ド

ッ
グ
ス

DE
AD

AP
P
LE

」
公
開
に
ち
な
ん
で
澁
澤
の
新
し
い
選
集
『
ド
ラ

コ
ニ
ア
の
夢
』（
角
川
文
庫
、
二
〇
一
八
）
が
東
雅
夫
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
る

ま
で
、
「
避
雷
針
屋
」
が
ほ
か
の
選
集
に
採
録
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な

い
。
し
か
し
こ
れ
で
「
避
雷
針
屋
」
が
議
論
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
と
い

う
よ
り
、
ア
ニ
メ
「
文
豪
ス
ト
レ
イ
ド
ッ
グ
ス
」
の
中
に
白
鯨
を
呼
び
出

し
た
異
能
者
・
ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
が
登
場
す
る
こ
と
は
、
本
作
が

避
雷
針
と
選
集

―
澁
澤
龍
彥
「
避
雷
針
屋
」
論

―劉

佳

寧

R
Y

U
K

a
n

e
i

選
集
に
採
録
さ
れ
る
こ
と
と
直
接
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

メ
ル
ヴ
ィ
ル
「
避
雷
針
屋
」
が
「
避
雷
針
売
り
の
男
」
の
邦
題
で
澁
澤
龍

彥
文
学
館
シ
リ
ー
ズ
の
『
諧
謔
の
箱
』
に
収
録
さ
れ
る
際
に
、
解
説
を
担

当
し
た
高
橋
康
也
が
早
く
も
澁
澤
版
「
避
雷
針
屋
」
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

に
つ
い
て
疑
念
を
抱
い
て
い
た
。

こ
れ
を
し
も
「
換
骨
奪
胎
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
ボ

ル
ヘ
ス
の
ピ
エ
ー
ル
・
メ
ナ
ー
ル
に
よ
る
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の

そ
の
ま
ま
の
転
写
に
く
ら
べ
れ
ば
原
文
離
れ
の
度
合
い
は
大
き
い
に

し
て
も
、
翻
訳
に
限
り
な
く
近
い
作
業
と
見
え
る
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ

ッ
ツ
の
山
中
の
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
家
が
、
北
鎌
倉
の
「
小
高
い
山
の
上
」

の
、
暖
炉
の
前
が
大
理
石
の
床
に
な
っ
て
い
る
澁
澤
邸
と
お
ぼ
し
い

家
に
移
し
か
え
ら
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
筋
の
運
び
か
ら
「
私
」
と
「
避

雷
針
屋
」の
対
話
の
細
部
に
い
た
る
ま
で
、そ
っ
く
り
な
の
で
あ
る
。(2)

「
翻
訳
に
限
り
な
く
近
い
作
業
」
は
恐
ら
く
原
作
と
澁
澤
版
を
合
わ
せ

て
読
む
読
者
に
と
っ
て
、
率
直
な
感
想
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
澁
澤
に
よ

る
結
末
の
改
変
に
つ
い
て
、
高
橋
は
さ
ら
に
「
こ
れ
は
、
私
に
、
ボ
ル
ヘ

ス
よ
り
も
ア
ル
ト
ー
を

―
『
鏡
の
国
の
ア
リ
ス
』
の
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ダ

ン
プ
テ
ィ
の
挿
話
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
訳
そ
う
と
し
て
忠
実
な
逐
語
訳
か
ら

途
中
で
自
分
自
身
の
幻
想
へ
と
大
き
く
逸
脱
し
て
い
っ
た
あ
の
狂
気
の
シ

ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
を

―
思
い
出
さ
せ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
高
橋
は

(3)

結
末
の
改
編
を
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
狂
気
に
よ
る
逸
脱
と
想
定
す
る
。

こ
れ
は
サ
ド
の
翻
訳
書
お
よ
び
六
〇
年
代
の
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
批
評
を
通
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し
て
澁
澤
を
知
る
読
者
に
と
っ
て
は
恐
ら
く
妥
当
な
解
釈
だ
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
小
説
の
残
り
の
三
分
の
一
、
サ
ド
と
避
雷
針
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
ブ
ル
ト
ン
『
黒
い
ユ
ー
モ
ア
選
集
』
の
序
言
「
避
雷
針
」
に
引
用
さ

れ
る
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
「
一
篇
の
序
文
は
、
避
雷
針
と
い
う
名
で
呼
ば

れ
て
も
差
支
え
あ
る
ま
い
」
へ
の
言
及
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
こ
の
避
雷

針
の
博
物
誌
の
よ
う
な
小
説
の
運
び
は
逸
脱
や
無
秩
序
に
よ
る
も
の
で
は

な
く
、
シ
ュ
ル
リ
ア
リ
ス
ム
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
手
法
が
働
い
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
澁
澤
の
「
避
雷
針
屋
」
は
メ
ル
ヴ
ィ
ル
研

究
者
の
間
に
広
く
読
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
メ
ル
ヴ
ィ
ル

受
容
史
を
整
理
し
た
大
橋
健
三
郎
は
澁
澤
の
「
避
雷
針
屋
」
を
高
山
宏
の

『
白
鯨
』
論
（
『
ア
リ
ス
狩
り
』
所
収
）
と
併
置
し
て
、
そ
こ
に
古
今
内
外
の

文
化
に
底
流
す
る
想
像
力
の
型
へ
の
追
求
が
見
出
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
、

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
時
代
に
お
い
て
形
而
上
学
へ
の
共
感
が
失
わ
れ
た
こ
と

に
違
和
感
を
も
抱
い
た
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
澁
澤
龍
彥
は
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
「
避
雷
針
屋
」
を
翻
案
し
た

同
名
の
短
篇
作
品
を
、
雑
誌
『
文
藝
』（
昭
和
五
十
五
年
一
月
号
）

に
発
表
し
た
が
、
こ
れ
は
、
先
の
中
橋
一
夫
、
寺
田
建
比
古
、
あ
る

い
は
宇
能
鴻
一
郎
や
大
江
健
三
郎
の
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
形
而
上

学
的
な
メ
ル
ヴ
ィ
ル
へ
の
共
感
と
は
違
っ
て
、『
唐
草
物
語
』
と
し

て
纏
め
ら
れ
た
、
こ
の
「
避
雷
針
屋
」
を
含
む
一
連
の
作
品
が
示
し

て
い
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
幻
想
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
通
し
て
メ
ル
ヴ
ィ

ル
の
想
像
力
と
共
通
の
普
遍
的
な
文
学
的
言
葉
の
世
界
に
お
り
立
と

う
と
す
る
、
言
い
換
え
れ
ば
通
時
的
よ
り
は
共
時
的
な
共
鳴
の
場
を

言
葉
に
よ
っ
て
メ
ル
ヴ
ィ
ル
と
の
間
に
創
造
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を

示
し
て
い
て
、
い
っ
そ
う
直
接
的
な
共
感
の
所
在
を
思
わ
せ
る
。
(4)

形
而
上
学
へ
の
探
究
よ
り
、
ア
ラ
ベ
ス
ク
の
共
鳴
の
場
所
に
お
け
る

「
直
接
的
な
共
感
の
所
在
」
。
し
か
し
そ
れ
は
澁
澤
版
「
避
雷
針
屋
」
を

原
作
の
二
次
創
作
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
て
い
る
解
釈
で
あ
る
。
澁
澤
版

「
避
雷
針
屋
」
が
発
表
さ
れ
る
十
数
年
前
に
、
澁
澤
が
す
で
に
メ
ル
ヴ
ィ

ル
「
避
雷
針
屋
」
の
パ
ロ
デ
ィ
を
「
自
分
の
死
を
自
分
の
手
に
」
と
い
う

観
念
的
な
掌
編
の
中
で
実
験
し
て
い
る
こ
と
も
今
ま
で
の
論
説
の
中
で
は

看
過
さ
れ
て
き
た
。
澁
澤
が
小
説
「
避
雷
針
屋
」
に
お
い
て
、
あ
え
て
メ

ル
ヴ
ィ
ル
「
避
雷
針
屋
」
の
結
末
を
大
き
く
改
変
し
て
ま
で
、
自
分
な
り

に
表
現
し
た
か
っ
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。
幻
想
作
家
と
し
て
の
メ
ル

ヴ
ィ
ル
像
を
受
容
す
る
澁
澤
の
独
特
な
考
え
方
は
誰
の
影
響
を
受
け
た
の

か
。
避
雷
針
の
博
物
誌
の
よ
う
な
小
説
の
中
で
、
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
箴

言
「
一
冊
の
書
物
は
鏡
の
ご
と
き
も
の
だ
。
猿
が
こ
れ
を
の
ぞ
き
こ
め
ば
、

そ
こ
に
映
る
の
は
明
ら
か
に
使
徒
の
顔
で
は
な
い
」
と
い
う
あ
た
か
も
原

作
と
翻
案
の
関
係
を
仄
め
か
す
言
葉
を
小
説
の
最
後
に
配
置
す
る
意
図
は

何
な
の
か
。
本
稿
で
は
従
来
曖
昧
だ
っ
た
材
源
を
確
定
し
、
小
説
「
避
雷

針
屋
」
は
澁
澤
が
想
定
す
る
幻
想
小
説
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
祖
型
で
あ
る
こ

と
を
提
示
し
た
い
。

二
、
「
避
雷
針
屋
」
前
史

―
セ
ー
ル
ス
マ
ン
も
の
と
し
て
の
「
自
分
の

死
を
自
分
の
手
に
」
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『
澁
澤
龍
彥
蔵
書
目
録
』

（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
六
）
が
刊
行
さ
れ
て
以

(5)

来
、
澁
澤
が
使
う
題
材
の
確
定
が
よ
り
た
や
す
く
な
っ
た
。
澁
澤
所
蔵
の

メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
作
品
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

0
2
-
0
8
-
3
2

愛
蔵
版

世
界
文
学
全
集
⑭
、
ポ
ー
＋
メ
ル
ヴ
ィ
ル
、

丸
谷
才
一
他
訳
、
集
英
社
、19

7
6

0
3
-
0
1
-
6
3

白
鯨
㊤
㊥
㊦
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
、
阿
部
知
二
訳
、
岩
波
文

庫
、19

7
3

0
3
-
0
1
-
6
4

幽
霊
船

他
一
篇
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
、
坂
下
昇
訳
、
岩
波

文
庫
、19

7
9

2
8
-
0
1
-
4
3
0

世
界
名
作
絵
物
語
・
白
鯨
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
、
旺
文
社
、

1
9
523
5
-
0
2
-
7
6

集
英
社
版

世
界
文
学
全
集
㊴
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
、
土
岐

恒
二
訳
、
集
英
社
、1

9
79

40
-
02
-
30

～3
5

信
用
詐
欺
師
、
ビ
リ
ー
・
バ
ッ
ド
他
、
ピ
エ
ー
ル
、

白
鯨
㊤
㊦
、
マ
ー
デ
ィ
㊤
㊦
、
オ
ー
ム
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
、
坂
下
昇
訳
、

メ
ル
ヴ
ィ
ル
全
集
⑪
⑩
⑨
⑧
⑦
④
③
②
、
国
書
刊
行
会
、1

9
8
1

～1
9
8

3★4
0
-
0
2
-
4
2

乙
女
た
ち
の
地
獄
―
メ
ル
ヴ
ィ
ル
中
短
篇
集
①
②
、
メ

ル
ヴ
ィ
ル
、
ゴ
シ
ッ
ク
叢
書
、
国
書
刊
行
会
、1

98
3

★1
0-
0
2-
1
4

Benito
C

ereno
et

autres
C

ontes
de

la
V

éranda ,
M

elville

（H
erm

an

）,trad .D
e

Pierre
Leyris,G

allim
ard,1951

メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
「
避
雷
針
屋
」
を
収
録
し
たBenito

Cereno
etautres

Contes
de

la
Véranda

と
『
乙
女
た
ち
の
地
獄
』
は
い
ず
れ
も
澁
澤
に

よ
る
書
き
込
み
が
あ
る
が
、
邦
訳
は
澁
澤
版
「
避
雷
針
屋
」
が
刊
行
さ
れ

た
以
後
の
こ
と
と
な
り
、
つ
ま
り
澁
澤
が
底
本
と
し
て
使
っ
て
い
た
「
避

雷
針
屋
」
は
一
九
五
一
年
に
刊
行
さ
れ
たPierre

Leyris

に
よ
る
フ
ラ
ン

ス
語
訳
で
あ
る
。
英
語
が
読
め
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば

澁
澤
が
『
悪
魔
の
い
る
文
学
史
』
を
執
筆
し
た
際
に
利
用
し
た
マ
リ
オ
・

プ
ラ
ー
ツ
『
肉
体
と
死
と
悪
魔
』
（
原
文
は
イ
タ
リ
ア
語
）

は

A
ngus

D
avidson

に
よ
る
英
訳
本
で
あ
る

。
「
翻
訳
」
と
い
う
作
業
を
通
じ
て

(6)

自
身
の
表
現
を
鍛
え
上
げ
た
澁
澤
に
と
っ
て
、
原
文
と
翻
訳
の
区
別
は
あ

る
意
味
で
無
効
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
後
に
サ
ド
、
ブ
ル
ト
ン
、
リ
ヒ

テ
ン
ベ
ル
ク
ら
旧
大
陸
に
属
す
る
文
学
者
が
メ
ル
ヴ
ィ
ル
と
い
う
新
大
陸

の
文
学
者
と
同
じ
テ
ク
ス
ト
空
間
の
中
で
遭
遇
し
、
鎌
倉
で
物
語
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
も
、
「
翻
訳
」
と
い
う
行
為
に
「
幻
想
小
説
」
と
い
う
形
象

を
与
え
る
意
識
を
澁
澤
が
持
っ
て
い
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
ろ
う
。

実
際
、
澁
澤
版
「
避
雷
針
屋
」
に
お
い
て
こ
う
し
た
日
・
仏
・
英
の

間
の
翻
訳
と
い
う
行
為
に
言
及
し
た
箇
所
も
一
箇
所
あ
る
。一
七
八
三
年
、

サ
ド
が
ヴ
ァ
ン
セ
ン
ヌ
の
監
獄
に
収
容
さ
れ
る
頃
、
ヴ
ァ
ン
セ
ン
ヌ
の
塔

の
頂
上
に
避
雷
針
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
翌
日
に
た
ま
た
ま
雷
雨
が
起
こ
っ

て
避
雷
針
に
雷
が
落
ち
た
ら
し
い
。
心
配
し
た
サ
ド
夫
人
が
サ
ド
に
手
紙

を
寄
せ
る
と
、
彼
は
そ
れ
が
「
災
難
」
で
は
な
く
て
「
単
な
る
一
つ
の
実

験
だ
よ
」
と
言
い
放
っ
た
。

そ
の
と
き
、
お
そ
ら
く
「
災
難
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
災
難
と
私
が
訳
し
た
言
葉
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
ア
ク
シ
ダ
ン
、
す
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な
わ
ち
英
語
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
あ
る
。
夫
人
は
な
ん
の
気
な
し
に

使
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
言
葉
が
サ
ド
の
気
に
さ
わ
っ
た
の
で
あ

る
。
(7)

避
雷
針
が
雷
を
招
き
寄
せ
る
こ
と
は
宗
教
的
な
意
味
合
い
が
色
濃
く

現
れ
る
「
災
難
」
で
は
な
く
、
単
な
る
実
験
で
あ
る
。
ま
た
、ac

c
id
e
n
t

と
い
う
言
葉
が
メ
ル
ヴ
ィ
ル
「
避
雷
針
屋
」
に
も
一
回
出
て
き
た
。
澁
澤

が
参
考
に
し
た
仏
訳
と
、
そ
れ
と
該
当
す
る
澁
澤
版
「
避
雷
針
屋
」
の
部

分
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

―C’est
une

question
de

vie
ou

de
m

ort.
M

ais
m

on
ouvrier

s’estm
ontré

négligent.En
installantla

tige
au

faîte
du

clocher,
ilavaitlaissé

une
partie

du
m

étalen
contactavec

la
couverture

de
tôle.

D
’ou

l’accident.
Ce

n’est
pas

m
a

faute,
c’est

la
sienne.Écoutez!

(8)

「
そ
れ
は
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
屋
根
の
上
に
避
雷
針
を
設
置
す
る

と
き
、
取
り
つ
け
の
職
人
が
未
熟
な
た
め
、
う
っ
か
り
屋
根
の
金
属

部
分
と
避
雷
針
と
を
接
触
さ
せ
た
ま
ま
に
し
て
お
い
た
り
す
る
と
、

え
ら
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
」

、
、
、
、
、

（
澁
澤
龍
彥
「
避
雷
針
屋
」
傍
点
本
稿
）

澁
澤
所
蔵
の
『
ク
ラ
ウ
ン
仏
和
辞
典
』（
三
省
堂
、
一
九
七
八
）
を
確
認
し

て
み
る
と
、accident

と
い
う
項
目
は
「
①
事
故
，
災
難
．
②
偶
然
の
「
悪

い
」
出
来
事
．
③
（
土
地
の
）
高
低
，
起
伏
．
④
〈
哲
学
〉
偶
有
性
．」
(9)

と
書
き
記
し
て
い
る
。
諧
謔
味
の
あ
る
「
え
ら
い
こ
と
」
と
い
う
表
現
は
、

小
説
「
避
雷
針
屋
」
全
体
の
軽
快
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
や
ポ
ー
ら
ア
メ
リ
カ
の
作
家
た
ち
に
と
っ
て
の

避
雷
針
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
文
化
的
負

荷
が
か
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
科
学
が
魔
術
と
し
ば
し
ば
同
一
視
さ

れ
て
い
る
十
八
世
紀
に
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
（
一
七
二
五
～

一
七
九
〇
）
は
雷
雨
の
中
で
凧
を
あ
げ
、
空
中
の
電
気
を
地
上
に
引
き
寄

せ
て
、
「
稲
妻
は
、
ラ
イ
デ
ン
び
ん
の
外
側
に
発
生
す
る
電
気
火
花
と
同

じ
原
理
で
生
ず
る
」

と
い
う
こ
と
を
証
明
し
た
。
十
九
世
紀
中
期
の
ア

(10)

メ
リ
カ
で
は
、
避
雷
針
を
発
明
し
た
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
す
で
に
ゼ
ウ
ス
か

ら
火
を
奪
っ
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
神
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
と
同
等
視
さ
れ
た
。
そ

れ
以
来
、
避
雷
針
の
訪
問
販
売
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
今
で
い
う
霊
感
商
法

め
い
た
業
者
も
い
た
ら
し
い
。
こ
う
い
っ
た
人
物
を
取
り
扱
う
小
説
は
メ

ル
ヴ
ィ
ル
「
避
雷
針
屋
」
の
他
に
、
避
雷
針
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
や
っ
て

来
て
、
避
雷
針
を
設
置
し
て
か
ら
無
数
の
稲
妻
を
引
き
寄
せ
た
と
い
う
マ

ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
「
政
治
経
済
学
」
が
挙
げ
ら
れ
る

。
セ
ー
ル
ス
マ

(11)

ン
を
登
場
さ
せ
る
ジ
ャ
ン
ル
小
説
の
枠
組
み
を
踏
襲
し
た
「
避
雷
針
屋
」

は
、
一
八
五
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
行
商
人
を
主
人
公
と
す
る
ユ
ー
モ
ア
小

説
選
集C

yclopedia
of

wit
and

hum
or

（W
illiam

E.Burton

編
集
）
に
も
収

録
さ
れ
、
読
者
に
も
っ
と
も
親
し
ま
れ
た
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
短
編
小
説
に
な

っ
た

。
戦
後
日
本
の
場
合
、
開
高
健
『
巨
人
と
玩
具
』（
一
九
五
七
）
、
星

(12)

新
一
「
信
用
あ
る
製
品
」（
一
九
六
〇
）
、
安
部
公
房
『
人
間
そ
っ
く
り
』（
一

九
六
七
）
、
な
ど
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
主
要
人
物
と
し
て
登
場
さ
せ
る
小
説
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群
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
消
費
社
会
の
雰
囲
気
を
諧
謔
的
に
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
。
同
じ
く
六
〇
年
代
の
前
半
に
、
澁
澤
も
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
登
場

さ
せ
た
掌
編
を
書
い
て
い
る
が
、
専
ら
会
話
で
流
れ
を
作
る
と
い
う
構
成

上
の
特
徴
も
メ
ル
ヴ
ィ
ル
「
避
雷
針
屋
」
と
似
て
い
る
。

澁
澤
版
「
避
雷
針
屋
」
の
第
一
部
の
終
わ
り
に
「
じ
つ
を
い
え
ば
、

私
は
こ
の
短
篇
が
非
常
に
気
に
入
っ
て
い
て
、
な
ん
と
か
し
て
自
分
流
に

換
骨
奪
胎
し
て
み
た
い
も
の
だ
と
以
前
か
ら
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
」
と

書
い
て
い
た
が
、
澁
澤
が
メ
ル
ヴ
ィ
ル
を
「
自
分
流
に
換
骨
奪
胎
」
し
た

作
品
は
「
避
雷
針
屋
」
の
前
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。「
日
本
読
書
新

聞
」
一
九
六
三
年
八
月
十
九
日
号
に
発
表
さ
れ
た
「
自
分
の
死
を
自
分
の

手
に
」
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
初
出
で
は
副
題
と
し
て
「
空
想
的
・
観
念
的
・

も
の
が
た
り
」
と
書
き
記
さ
れ
て
お
り
、
エ
ピ
グ
ラ
フ
と
し
て
塚
本
邦
雄

の
短
歌
「
は
つ
な
つ
の
夕
べ
ひ
た
ひ
を
光
ら
せ
て
保
険
屋
が
と
ほ
き
死
を

売
り
に
く
る
」
が
引
用
さ
れ
た
。
こ
の
短
歌
は
塚
本
が
澁
澤
に
贈
呈
し
た

歌
集
『
日
本
人
霊
歌
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

。
澁
澤
版
「
避
雷
針
屋
」

(13)

の
結
末
と
メ
ル
ヴ
ィ
ル
「
避
雷
針
屋
」
の
も
っ
と
も
大
き
な
違
い
を
表
す

「
安
楽
死
」
と
い
う
主
題
も
、
エ
ピ
グ
ラ
フ
の
短
歌
に
暗
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
こ
の
掌
編
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
日
「
私
」
の
家

に
「
安
楽
死
保
険
」
会
社
の
勧
誘
員
と
称
す
る
ふ
し
ぎ
な
男
が
や
っ
て
き

て
、「
私
」
と
彼
の
間
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
観
念
的
な
会
話
が
こ
の
物
語

の
大
半
を
占
め
る
。
普
通
の
生
命
保
険
は
被
保
険
者
か
ら
一
定
の
掛
金
を

徴
収
し
、
被
保
険
者
の
死
後
、
一
定
の
金
を
家
族
な
い
し
近
親
者
に
支
払

う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
男
が
売
ろ
う
と
す
る
「
安
楽
死
保
険
」
は
、
被

保
険
者
が
掛
金
を
積
み
立
て
て
、
「
自
分
の
死
を
買
う
」
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
観
念
的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
従
来
の
生
命
保
険
は
目
に
見
え

な
い
死
を
隠
蔽
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
モ
ラ
ル
を
反
映
す
る
従
来
の
生

命
保
険
と
は
異
な
り
、
「
安
楽
死
保
険
」
の
場
合
、
死
が
目
の
前
に
は
っ

き
り
と
見
え
、
し
か
も
価
値
が
高
ま
っ
て
い
く
の
だ
と
語
ら
れ
る
。
勧
誘

員
の
男
は
さ
ら
に
近
代
進
歩
主
義
者
や
衛
生
思
想
を
批
判
す
る
。
こ
の
批

判
の
姿
勢
は
『
エ
ロ
ス
の
解
剖
』
や
『
異
端
の
肖
像
』
な
ど
の
評
論
集
の

中
で
中
世
人
や
古
代
人
の
血
み
ど
ろ
な
モ
ラ
ル
を
「
売
り
さ
ば
く
」
澁
澤

と
重
ね
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ニ
ズ
ム
や
進
歩
思
想

と
い
う
よ
り
、
澁
澤
を
惹
き
つ
け
た
の
は
い
つ
も
「
子
供
っ
ぽ
い
フ
ァ
ウ

ス
ト
た
ち
」
の
悲
劇
で
あ
る
。

死
ば
か
り
で
は
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
悪
や
危
険
の
種
を
、
衛
生
無
害
な

も
の
に
変
化
さ
せ
て
し
ま
う
技
術
が
、
要
す
る
に
進
歩
と
い
う
名
で

呼
ば
れ
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
す
。
進
歩
主
義
者
は
、
ま
る
で
社
会

保
険
婦
の
よ
う
に
、
世
界
中
を
“
消
毒
”
し
て
し
ま
う
こ
と
を
夢
想

し
て
い
る
の
で
す
か
ね
。
恋
愛
や
セ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
も
、
家
庭
に

お
い
て
も
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
、
国
際
政
治
に
お
い
て
も
、
連

中
は
あ
ら
ゆ
る
危
険
の
種
を
根
絶
や
し
に
し
、
殺
菌
処
置
を
ほ
ど
こ

そ
う
と
し
て
、
懸
命
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
御
苦
労
さ
ま
な
こ

と
だ
。
と
こ
ろ
が
、
ど
っ
こ
い
、
そ
ん
な
完
全
な
清
浄
潔
白
な
場
所

は
、
や
つ
ら
の
幻
想
の
中
に
し
か
存
在
し
得
な
い
ん
で
す
よ
。
(14)

安
楽
死
保
険
を
売
る
男
は
さ
ら
に
自
分
の
所
属
す
る
会
社
を
「
革
命

的
秘
密
結
社
」
と
名
乗
っ
た
。
「
私
」
は
こ
の
保
険
会
社
の
仕
組
み
が
よ
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く
呑
み
込
め
な
い
と
感
じ
、
い
つ
か
こ
の
男
に
会
う
は
ず
で
あ
ろ
う
読
者

に
返
事
を
聞
く
と
こ
ろ
で
物
語
は
幕
を
閉
じ
た
。
対
立
す
る
二
つ
の
思
想

や
観
念
が
最
後
ま
で
互
い
を
拒
む
姿
勢
が
メ
ル
ヴ
ィ
ル
「
避
雷
針
屋
」
の

結
末
と
類
似
性
を
持
っ
て
い
る
。メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
剝
き
出
し
の
哲
学
志
向
、

形
而
上
学
志
向
が
投
影
さ
れ
、
幻
想
性
が
希
薄
な
「
自
分
の
死
を
自
分
の

手
に
」
は
「
死
」
と
い
う
見
え
な
い
も
の
を
保
険
を
通
じ
て
可
視
化
す
る

こ
と
を
試
み
、
近
代
衛
生
思
想
批
評
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
「
自
分
の
死

を
自
分
の
手
に
」
は
の
ち
に
澁
澤
の
複
数
の
作
品
集

に
収
録
さ
れ
た
が
、

(15)

初
出
に
あ
る
表
記
「
空
想
的
・
観
念
的
・
も
の
が
た
り
」
が
削
除
さ
れ
、

い
ず
れ
も
物
語
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
安

楽
死
保
険
は
避
雷
針
の
よ
う
な
実
体
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
故
に
、
い
つ

も
オ
ブ
ジ
ェ
を
中
心
に
綺
譚
風
の
物
語
が
展
開
さ
れ
る
澁
澤
の
小
説
集
に

馴
染
ま
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
「
安
楽
死
保
険
」
と
い
う
観
念
が
、
メ
ル

ヴ
ィ
ル
が
対
話
体
の
小
説
の
中
で
追
及
し
て
い
る
「
形
而
上
学
」
と
併
置

で
き
る
こ
と
は
、
翻
案
を
成
立
さ
せ
る
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
六
〇

年
代
と
い
う
政
治
の
時
代
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
、
終
末
観
、
デ
カ
ダ
ン
ス
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
観
念
を
見
て
い
た
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
澁
澤
に
と
っ
て
、
観
念
こ

そ
近
代
衛
生
思
想
に
対
抗
で
き
る
武
器
で
あ
る
か
も
し
れ
い
。
そ
し
て
、

「
安
楽
死
」
は
澁
澤
版
「
避
雷
針
屋
」
の
冒
頭
に
も
現
れ
、
そ
の
際
に
時

代
の
空
気
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
議
論
は
す
で
に
存
在
せ
ず
、
安
楽
死
は

た
だ
の
「
楽
な
死
に
方
」
と
な
っ
た
。

そ
れ
よ
り
も
私
に
と
っ
て
気
が
か
り
な
の
は
、
サ
ド
が
女
主
人
公

を
雷
に
よ
っ
て
死
な
せ
た
の
は
、
苦
し
み
抜
い
た
生
涯
の
最
後
に
、

彼
女
に
い
ち
ば
ん
楽
な
死
に
方
を
さ
せ
て
や
ろ
う
と
考
え
た
た
め

だ
っ
た
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
少
な
く
と
も
サ
ド
の
考
え
で

は
、
雷
に
よ
る
死
は
い
ち
ば
ん
苦
痛
の
伴
わ
ぬ
好
ま
し
い
死
、
つ

ま
り
安
楽
死
だ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
サ
ド
は
ジ
ュ
ス
テ
ィ

ー
ヌ
を
安
楽
死
さ
せ
て
や
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
難
問
で
あ
る
。

い
や
、
自
明
の
理
に
属
す
る
。

（
澁
澤
龍
彥
「
避
雷
針
屋
」）

澁
澤
版
「
避
雷
針
屋
」
に
は
サ
ド
に
よ
る
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
の
物
語
の

結
末
に
は
三
つ
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
雷

が
貫
通
す
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
女
の
乳
房
か
ら
口
、
乳
房
か
ら
腹
、
そ
し
て

最
後
に
口
か
ら
玉
門
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
意
味
を
汲
み
取
っ
た
作
者
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
に
は
、
こ
の
雷
の
貫
通
す
る
場
所
の
変
化
が
、
十
年
間
の
サ
ド

の
思
想
の
変
化
を
如
実
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
、
は
な

は
だ
興
味
ぶ
か
く
眺
め
ら
れ
る
。
上
半
身
か
ら
下
半
身
へ
の
方
向

は
、
そ
の
ま
ま
彼
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
徹
底
化
の
方
向
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

（
澁
澤
龍
彥
「
避
雷
針
屋
」）

「
自
分
の
死
を
自
分
の
手
に
」
と
「
避
雷
針
屋
」
の
間
に
も
十
数
年
の

隔
た
り
が
あ
り
、
作
者
の
思
想
の
変
化
は
サ
ド
と
真
逆
で
、
む
し
ろ
リ
ア
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リ
ズ
ム
か
ら
幻
想
文
学
へ
、
エ
ッ
セ
イ
か
ら
綺
譚
へ
の
軌
跡
が
見
受
け
ら

れ
る
。
澁
澤
が
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
の
編
集
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
黒

い
ユ
ー
モ
ア
選
集
』
を
経
由
し
て
サ
ド
に
触
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

(16)

小
説
に
お
け
る
サ
ド
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
、
ブ
ル
ト
ン
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

運
び
は
時
間
順
の
文
学
史
で
あ
る
と
と
も
に
、
澁
澤
個
人
の
文
学
史
が
そ

の
陰
画
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
澁
澤
が
メ
ル
ヴ
ィ
ル
「
避
雷

針
屋
」
に
関
心
を
寄
せ
た
の
は
、
『
黒
い
ユ
ー
モ
ア
選
集
』
の
序
文
「
避

雷
針
」
と
た
ま
た
ま
同
じ
オ
ブ
ジ
ェ
を
使
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
可
能
性

が
高
い
。
そ
こ
で
、
神
秘
家
・
幻
想
作
家
で
あ
る
メ
ル
ヴ
ィ
ル
像
を
澁
澤

に
改
め
て
認
識
さ
せ
た
の
は
、
ホ
ル
ヘ
・
ル
イ
ス
・
ボ
ル
ヘ
ス
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ボ
ル
ヘ
ス
は
自
ら
編
ん
だ
幻
想
文
学
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
「
バ

ベ
ル
の
図
書
館
」
に
、「
夢
想
の
本
質
的
無
用
性
を
わ
れ
わ
れ
に
示
し
て

い
る
悲
し
く
も
真
実
な
る
書
物
」

と
の
評
価
と
と
も
に
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の

(17)

最
初
の
短
篇
『
代
書
人
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
』
を
収
録
し
、
幻
想
作
家
カ
フ
カ

を
予
告
す
る
先
駆
者
と
し
て
メ
ル
ヴ
ィ
ル
を
位
置
付
け
て
い
る
。

三
、
カ
フ
カ
を
予
告
す
る
も
の

―
八
〇
年
代
の
澁
澤
龍
彥
と
メ
ル
ヴ
ィ
ル

澁
澤
が
残
し
た
メ
ル
ヴ
ィ
ル
に
関
す
る
二
つ
の
エ
ッ
セ
イ
、「
メ
ル
ヴ

ィ
ル
頌
」

（
一
九
八
〇
）
と
「
神
の
沈
黙
」

（
一
九
八
一
）
は
い
ず
れ
も
小

(18)

(19)

説
「
避
雷
針
屋
」
に
近
い
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
メ
ル
ヴ

ィ
ル
頌
」
に
お
い
て
、
澁
澤
は
ま
ず
一
九
七
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
二
冊
の

メ
ル
ヴ
ィ
ル
短
篇
集
（
前
掲
す
る
蔵
書
目
録
を
参
照
）
の
「
幽
霊
船
」
の
訳
文

を
そ
れ
ぞ
れ
一
箇
所
引
き
合
い
に
出
し
比
較
し
た
。
坂
下
昇
訳
は
「
ゴ
シ

ッ
ク
小
説
」
を
意
識
し
て
わ
ざ
と
古
め
か
し
い
言
葉
を
使
う
こ
と
で
「
独

特
の
リ
ズ
ム
感
」
が
あ
り
、
一
方
、
土
岐
恒
二
訳
は
「
格
調
正
し
く
、
し

か
も
平
明
で
現
代
的
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
に
は
ゴ
シ
ッ
ク
小

説
を
古
め
か
し
い
漢
文
調
で
訳
す
る
風
潮
が
存
在
し
て
い
た
。
た
と
え
ば

日
夏
耿
之
介
が
訳
し
た
エ
ド
ガ
ー
・
ポ
オ
や
、
矢
野
目
源
一
の
『
ヴ
ァ
テ

ッ
ク
』
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
硬
質
な
漢
文
調
は
、
尖
塔
の
よ
う
に
聳

え
立
つ
ゴ
シ
ッ
ク
小
説
に
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
も

そ
も
東
洋
の
神
秘
へ
の
憧
憬
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
小
説
を
誕
生
さ
せ
る
契
機
で

も
あ
る
。
し
か
し
澁
澤
版
「
避
雷
針
屋
」
で
は
、
作
者
自
身
が
『
唐
草
物

語
』
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
字
面
が
黒
く
な
る
か
ら
、
漢
字
を
か

な
り
開
い
た
」

と
説
明
し
て
い
る
通
り
、
古
め
か
し
い
感
覚
の
な
い
現

(20)

代
的
な
文
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
平
明
で
現
代
的
」
な
文
体
は
、
理

想
的
な
博
物
誌
的
文
体
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

メ
ル
ヴ
ィ
ル
と
い
う
作
家
に
つ
い
て
、
澁
澤
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

さ
て
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
と
い
う
作
家
は
、
一
口
に
い
え
ば
端
倪
す
べ
か

ら
ざ
る
作
家
だ
。
明
ら
か
に
ゴ
シ
ッ
ク
小
説
の
系
譜
に
属
す
る
が
、

も
う
一
方
で
は
、バ
ー
ト
ン
と
か
ト
マ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
と
か
い
っ
た
、

十
七
世
紀
の
衒
学
的
な
、
博
物
誌
と
奇
譚
と
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
よ
う

な
、
凝
っ
た
ス
タ
イ
ル
の
散
文
家
の
影
響
を
も
蒙
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
点
で
、
エ
ド
ガ
ー
・
ポ
ー
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
の
作
家

で
あ
り
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
作
家
以
上
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
も

の
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
ず
第
一
に
私
が
好
き
な
の
も
、
そ
の
点
だ
。
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し
か
し
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
れ
は
私
の
発
見
だ
と
思
っ
て

い
た
ら
、
ち
ゃ
ん
と
ボ
ル
ヘ
ス
が
指
摘
し
て
い
る
の
で
、
く
さ
っ
た

こ
と
を
お
ぼ
え
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
「
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
」
の
よ
う

な
短
篇
に
は
、
明
ら
か
に
カ
フ
カ
を
予
告
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
の

だ
。
(21)

形
而
上
学
へ
の
意
志
、
暗
い
ア
イ
ロ
ニ
ー
、
近
代
と
反
近
代
な
ど
、
従

来
の
メ
ル
ヴ
ィ
ル
論
に
よ
く
あ
る
表
現
が
す
べ
て
退
け
ら
れ
、
メ
ル
ヴ
ィ

ル
は
「
博
物
誌
と
奇
譚
と
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
」
よ
う
な
散
文
の
ス
タ
イ
ル

の
持
主
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
『
白
鯨
』
の
冒
頭
に
お
け
る
鯨
の
博

物
誌
や
中
盤
に
お
け
る
鯨
の
絵
画
を
め
ぐ
る
論
議
を
想
起
す
れ
ば
、
こ
の

認
識
は
極
め
て
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
は
、
世
界
初
の
推

理
小
説
『
モ
ル
グ
街
の
殺
人
』
の
舞
台
を
パ
リ
に
設
定
し
た
ポ
オ
と
同
じ

よ
う
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
作
家
以
上
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
も
の
を
感
じ
さ

せ
る
」
作
家
、
あ
る
意
味
で
フ
ラ
ン
ス
語
で
読
ん
で
も
差
し
支
え
な
い
作

家
、「
カ
フ
カ
を
予
告
す
る
」
作
家
と
し
て
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
こ
に
は
ボ
ル
ヘ
ス
の
影
響
が
あ
る
こ
と
も
さ
り
げ
な
く
示
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
ボ
ル
ヘ
ス
「
『
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
』
序
」
を
収
録
し
た
本
は

澁
澤
の
蔵
書
に
な
い

。『
ユ
リ
イ
カ
』
の
メ
ル
ヴ
ィ
ル
特
集
の
土
岐
恒
二

(22)

訳
を
通
し
て
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
触
れ
た
可
能
性
が
高
い

。
ボ
ル
ヘ
ス
に

(23)

よ
る
メ
ル
ヴ
ィ
ル
『
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
』
の
序
文
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。『

バ
ー
ト
ル
ビ
ー
』
は
、
一
九
一
九
年
ご
ろ
に
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ

カ
が
再
発
明
し
深
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
、
す
な
わ
ち

行
動
と
感
情
の
、
あ
る
い
は
い
ま
で
は
下
落
し
た
言
い
方
を
す
れ

ば
心
理
学
的
な
、
幻
想
文
学
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
輪
郭
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、『
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
』

の
最
初
の
数
ペ
ー
ジ
は
決
し
て
カ
フ
カ
を
予
感
さ
せ
る
も
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
デ
ィ
ケ
ン
ズ
を
暗
示
も
し
く
は
反
復
し
て
い
る
…

…
。
(24)

こ
こ
で
カ
フ
カ
と
メ
ル
ヴ
ィ
ル
は
幻
想
文
学
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
輪

郭
を
あ
た
え
た
作
家
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。『
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
』
の
冒
頭

に
は
デ
ィ
ケ
ン
ズ
を
暗
示
も
し
く
は
反
復
し
て
い
る
と
い
う
ボ
ル
ヘ
ス
の

意
見
に
対
し
て
、
澁
澤
は
結
末
に
お
け
る
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
の
死
に
方
に
カ

フ
カ
の
主
人
公
の
死
に
方
を
想
起
し
て
い
る
。

こ
の
何
を
し
よ
う
と
い
う
意
志
も
な
い
、
生
の
徒
労
感
を
骨
身
に
徹

し
て
知
っ
た
か
の
ご
と
き
、
法
律
事
務
所
に
勤
め
る
孤
独
な
独
身
者

の
死
に
方
に
は
、
「
変
身
」
や
「
断
食
芸
人
」
の
主
人
公
の
死
に
方

を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
(25)

そ
し
て
、
国
書
刊
行
会
版
「
メ
ル
ヴ
ィ
ル
全
集
」
の
短
い
推
薦
文
と

し
て
書
か
れ
た
「
神
の
沈
黙
」
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

ニ
ー
チ
ェ
が
神
の
死
を
宣
告
す
る
前
か
ら
、
す
で
に
久
し
き
に
わ

た
っ
て
、
神
が
人
間
に
語
り
か
け
る
こ
と
を
や
め
て
し
ま
っ
て
い
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る
状
態
、
す
な
わ
ち
神
の
沈
黙
が
、
こ
の
世
の
常
態
だ
と
い
う
こ

と
に
気
の
つ
い
て
い
る
作
家
た
ち
が
い
た
。
た
と
え
ば
十
八
世
紀

の
サ
ド
が
そ
う
で
あ
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
も
そ
う
だ
。
ニ
ー

チ
ェ
以
後
に
な
る
が
、
二
十
世
紀
の
カ
フ
カ
も
同
じ
精
神
家
族
に

属
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
わ
が
ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ

ィ
ル
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の
作
家
た
ち
の
な
か
に
加
わ
る
べ
き
資
格

を
有
す
る
。
(26)

「
神
の
沈
黙
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
寺
田
建
比
古
に
よ
る
本
邦
初
め
て

の
メ
ル
ヴ
ィ
ル
研
究
書
の
タ
イ
ト
ル
『
神
の
沈
黙
』（
一
九
六
八
）
と
一
致

す
る
。
ニ
ー
チ
ェ
、
サ
ド
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、
カ
フ
カ
と
「
同
じ
精

神
家
族
に
属
す
る
」
も
の
と
い
う
捉
え
方
は
、
前
述
し
た
ボ
ル
ヘ
ス
の
影

響
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る

。
(27)

こ
こ
で
は
作
家
間
の
仔
細
な
影
響
関
係
、
彼
ら
の
の
優
劣
は
問
題
と

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
捉
え
方
は
、
ボ
ル
ヘ
ス
が
「
カ
フ
カ
と
そ
の

先
駆
者
」
で
主
張
し
た
論
旨
に
近
い
も
の
を
思
わ
せ
る
。

あ
り
よ
う
を
言
え
ば
、
お
の
お
の
の
作
家
は
自
ら
の
先
駆
者
を
創、

り
出
す
の
で
あ
る
。
彼
の
作
品
は
、
未
来
を
修
正
す
る
と
同
じ
く
、

、
、
、

わ
れ
わ
れ
の
過
去
の
観
念
を
も
修
正
す
る
の
だ
。
こ
の
相
関
関
係

に
お
い
て
は
、
人
間
の
同
一
性
と
か
複
数
性
は
全
く
問
題
に
な
ら

な
い
。
(28)

と
あ
る
作
家
を
中
心
に
過
去
と
未
来
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
と
い

う
ボ
ル
ヘ
ス
の
独
特
な
文
学
史
観
。
そ
こ
に
は
近
代
的
な
「
同
一
性
」（
あ

る
い
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
へ
の
探
究
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る
。「
人
間
の
文

化
の
歴
史
を
一
種
の
博
物
誌
の
連
続
」
と
し
て
眺
め
る
澁
澤
に
と
っ
て
、

(29)

「
複
数
性
」
こ
そ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
こ
と
の
正
当
性
を
担
保
す
る
も
の
で

あ
る
。
か
つ
て
説
経
「
さ
ん
せ
う
大
夫
」
と
森
鷗
外
の
小
説
『
山
椒
太
夫
』

を
合
わ
せ
て
論
じ
る
際
に
、
澁
澤
は
従
来
の
鷗
外
研
究
者
と
相
反
す
る
意

見
を
出
し
た
。
こ
こ
の
説
経
は
「
原
典
で
は
な
く
て
、
せ
い
ぜ
い
「
最
も

古
いv

e
rs
i
on

」
と
呼
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(30)

サ
ド
か
ら
メ
ル
ヴ
ィ
ル
を
経
由
し
て
ブ
ル
ト
ン
に
至
る
ま
で
の
避
雷
針

の
歴
史
を
一
種
の
博
物
誌
と
し
て
捉
え
、
同
じ
「
精
神
家
族
」
に
属
す
る

お
互
い
の
分
身
で
あ
り
な
が
ら
鏡
像
の
よ
う
な
存
在
を
同
じ
テ
ク
ス
ト
空

間
に
納
め
た
の
が
小
説
「
避
雷
針
屋
」
で
あ
る
。
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
「
避
雷

針
屋
」
は
あ
た
か
も
説
経
「
さ
ん
せ
う
大
夫
」
の
よ
う
に
、
「
最
も
古
い

v
e
r
s
i
o
n

」
の
物
語
で
あ
る
。
澁
澤
に
と
っ
て
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
は
サ
ド
、

リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
ら
と
同
じ
精
神
家
族
に
属
す
る
故
に
、
ブ
ル
ト
ン
『
黒

い
ユ
ー
モ
ア
選
集
』
に
入
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
作
家
で
あ
る
。
小
説
「
避

雷
針
屋
」
は
あ
た
か
も
『
黒
い
ユ
ー
モ
ア
選
集
』
の
一
節
の
よ
う
で
あ
り
、

そ
の
執
筆
は
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
編
集
す
る
作
業
に
か
な
り
近
い
。
安
藤
礼

二
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
そ
れ
は
「
「
私
」
を
破
壊
し
な
が
ら
、「
私
」
を

再
構
築
し
て
い
く
作
業
」

で
あ
る
。

(31)

四
、
避
雷
針
の
博
物
誌

―
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
ゴ
シ
ッ
ク

澁
澤
邸
の
所
在
地
で
あ
る
鎌
倉
を
舞
台
と
す
る
小
説
は
「
避
雷
針
屋
」
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の
ほ
か
に
、
短
編
小
説
「
撲
滅
の
賦
」
「
人
形
塚
」「
護
法
」
「
ダ
イ
ダ
ロ

ス
」
と
「
き
ら
ら
姫
」
が
あ
る
。「
人
形
塚
」
は
湿
っ
ぽ
い
空
気
、「
護
法
」

は
稲
妻
に
撃
た
れ
て
龍
が
卵
を
産
む
伝
説
、
「
き
ら
ら
姫
」
に
は
地
震
と

雷
撃
な
ど
、鎌
倉
に
お
け
る
自
然
災
害
を
年
代
記
の
よ
う
に
記
録
し
た
『
吾

妻
鏡
』
か
ら
の
大
幅
な
引
用
が
あ
り
、
「
ダ
イ
ダ
ロ
ス
」
と
同
じ
く
建
築

工
匠
を
め
ぐ
る
幻
想
譚
で
あ
る
。
澁
澤
の
幻
想
小
説
に
お
け
る
地
誌
学
は

今
後
更
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
鎌
倉
小
説
群
の
場
合
、
主
人
公
を

包
む
自
然
は
い
つ
も
自
然
災
害
や
腐
蝕
作
用
に
つ
な
が
る
魔
性
の
水
で
あ

る
。

「
避
雷
針
屋
」
の
冒
頭
に
お
け
る
光
景
「
雷
鳴
が
山
か
ら
谷
へ
、
谷
か
ら

山
へ
と
こ
ろ
げ
ま
わ
り
、
稲
妻
が
紫
色
の
幅
ひ
ろ
い
ジ
グ
ザ
グ
を
し
き
り

に
繰
り
出
し
、
一
定
の
時
間
を
お
い
て
は
、
雨
が
束
な
っ
て
屋
根
を
乱
打

し
て
い
た
」
は
メ
ル
ヴ
ィ
ル
か
ら
の
抄
訳
で
あ
り
な
が
ら
、
鎌
倉
の
地
理

環
境
と
一
致
す
る
。

澁
澤
に
よ
る
翻
案
は
主
に
日
本
（
鎌
倉
）
的
風
土
に
馴
染
ま
せ
る
た
め

の
翻
訳
に
近
い
作
業
で
あ
る
。
「
避
雷
針
屋
」
の
終
盤
近
く
、
避
雷
針
は

む
し
ろ
導
雷
針
で
は
な
い
か
、
と
避
雷
針
屋
に
異
議
を
差
し
挟
ん
だ
語
り

手
の
「
私
」
は
、
「
威
丈
高
な
態
度
」
を
見
せ
な
が
ら
死
ぬ
た
め
の
道
具

と
し
て
の
避
雷
針
を
買
お
う
と
す
る
。
こ
の
時
点
か
ら
物
語
の
展
開
が
原

作
か
ら
離
れ
て
幻
想
性
が
一
層
深
ま
る
と
い
う
こ
と
は
一
般
的
な
見
方
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
二
つ
の
小
説
の
細
部
を
細
か
く
比
較
す
る
と
、
最
初
の

会
話
か
ら
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
お
り
、
別
世
界
に
入
る
た

め
の
伏
線
が
張
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

た
と
え
ば
、「
私
」
が
「
お
見
受
け
し
た
と
こ
ろ
、
あ
な
た
は
ど
う
や

ら
ゼ
ウ
ス
の
神
さ
ま
ら
し
い
で
す
な
。
ギ
リ
シ
ア
の
彫
刻
を
見
て
も
、
雷

電
を
支
配
す
る
ゼ
ウ
ス
さ
ま
は
、
あ
な
た
の
ス
テ
ッ
キ
に
よ
く
似
た
棒
を

握
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
」
と
男
の
正
体
を
か
ら
か
っ
て
い
る
時
、

「
男
は
恐
怖
の
混
じ
っ
た
驚
き
の
表
情
で
、
穴
の
あ
く
ほ
ど
私
の
顔
を
見

つ
め
て
い
た
」
。
そ
の
次
に
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
版
に
お
い
て
男
は
次
の
よ
う

に
言
っ
た
。

―N
e

m
e

donnez
pas

ce
nom

païen.V
ous

vous
m

ontrez
im

pie
en

cette
heure

redoutable.

(32)

そ
の
よ
う
な
異
教
の
名
で
わ
た
し
を
呼
ば
な
い
で
下
さ
い
。
こ
の
恐

怖
の
時
に
あ
っ
て
神
の
冒
瀆
と
い
う
も
の
で
す
。

（
杉
浦
銀
策
訳
を
適
宜
参
考
し
た
）

澁
澤
版
の
同
じ
箇
所
は
「
ゼ
ウ
ス
さ
ん
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
私
は
こ

れ
で
も
日
本
人
な
ん
で
す
か
ら
」
と
な
る
。
メ
ル
ヴ
ィ
ル
「
避
雷
針
屋
」

で
は
、
後
に
避
雷
針
売
り
の
男
は
「
私
」
を
「
不
信
神
者
」
と
呼
び
、
私

に
避
雷
針
を
突
き
つ
け
と
び
か
か
り
、
「
私
」
は
避
雷
針
を
奪
い
取
っ
て

踏
み
潰
し
、
男
を
家
か
ら
追
い
出
す
。
池
田
の
『
避
雷
針
売
り
の
男
』
論

に
よ
る
と
、
語
り
手
は
キ
リ
ス
ト
教
の
価
値
観
か
ら
距
離
を
置
き
、「
自

分
の
神
」
を
持
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
故
に
、
彼
自
身
は
一
種
の
避
雷
針

と
化
か
し
て
い
る
。
一
方
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
『
白
鯨
』
の
エ
イ
ハ
ブ
は
「
悪

の
存
在
を
許
容
す
る
こ
の
世
界
の
造
営
者
に
対
し
て
、
全
人
類
の
代
表
者

と
し
て
対
等
な
戦
い
を
挑
む
」

た
め
に
船
に
避
雷
針
を
設
置
し
た
。
い

(33)
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ず
れ
に
せ
よ
、
避
雷
針
屋
は
象
徴
機
能
を
発
揮
し
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
形
而

上
学
へ
の
志
向
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の

キ
リ
ス
ト
関
係
の
価
値
観
が
反
映
さ
れ
る
箇
所
は
す
べ
て
澁
澤
版
に
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
が

異
な
る
こ
と
と
、
前
述
し
た
澁
澤
の
非
科
学
的
な
も
の
へ
の
態
度
と
も
関

わ
る
が
、
澁
澤
の
実
体
を
伴
わ
な
い
観
念
へ
の
関
心
が
薄
れ
て
い
っ
た
こ

と
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
避
雷
針
と
い
う
オ
ブ
ジ

ェ
か
ら
象
徴
機
能
が
脱
落
し
、
科
学
と
恐
怖
心
の
合
の
子
の
よ
う
な
避
雷

針
は
、フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
対
象
と
し
て
テ
ク
ス
ト
の
中
央
に
置
か
れ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
「
避
雷
針
屋
」
は
小
説
集
『
唐
草
物
語
』
に
収
録

さ
れ
る
際
の
改
稿
の
幅
が
も
っ
と
も
広
い
一
作
で
あ
る
。
改
稿
に
は
二
つ

の
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
小
説
に
あ
る
避
雷

針
売
り
の
男
が
同
業
者
の
悪
口
を
言
う
場
面
を
削
除
し
た
点
で
あ
る
。
削

除
さ
れ
る
こ
と
で
男
の
攻
撃
性
が
弱
ま
り
、
後
に
避
雷
針
を
売
る
の
を
拒

絶
す
る
こ
と
の
合
理
性
が
高
く
な
る
と
同
時
に
、
ず
ぶ
濡
れ
で
商
売
を
す

る
男
に
あ
る
種
の
哀
愁
と
感
傷
性
が
際
立
つ
。
二
つ
目
の
改
稿
は
、
物
語

の
舞
台
を
仄
め
か
す
言
い
回
し
「
鎌
倉
（
で
な
く
て
も
い
い
が
、
ま
あ
鎌

倉
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
こ
う
）」

を
も
削
除
し
た
。
こ
こ
は
語
り
手
の

(34)

介
入
に
よ
っ
て
物
語
に
視
角
の
混
在
を
提
示
す
る
手
段
で
は
あ
る
が
、
あ

え
て
い
え
ば
素
人
臭
い
一
面
も
あ
り
、
削
除
さ
れ
る
こ
と
で
「
枠
物
語
」

と
し
て
の
避
雷
針
売
り
の
男
の
物
語
が
よ
り
ま
と
ま
っ
た
形
と
な
る
。

そ
し
て
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
「
避
雷
針
屋
」
と
異
な
る
澁
澤
版
の
結
末
は

次
の
よ
う
に
な
る
。

右
手
に
握
っ
て
い
る
鋭
利
な
銅
の
ス
テ
ッ
キ
を
、
男
は
三
叉
の
槍

の
よ
う
に
ふ
り
あ
げ
る
と
、
私
の
心
臓
め
が
け
て
、
力
ま
か
せ
に
ふ

り
お
ろ
し
た
。
稲
妻
の
よ
う
に
、
そ
れ
が
一
瞬
、
き
ら
り
と
光
っ
て

私
の
目
前
を
通
過
し
た
の
を
お
ぼ
え
て
い
る
。

私
は
胸
か
ら
お
び
た
だ
し
く
血
を
流
し
て
倒
れ
た
が
、
な
ぜ
か
痛

み
を
少
し
も
感
じ
ず
、
雷
に
撃
た
れ
て
死
ん
で
ゆ
く
よ
う
な
錯
覚
を

お
ぼ
え
つ
つ
、
急
速
に
意
識
を
失
っ
て
い
っ
た
。

（
澁
澤
龍
彥
「
避
雷
針
屋
」）

「
私
」
の
明
朗
な
安
楽
死
は
冒
頭
部
分
に
提
示
さ
れ
た
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ー

ヌ
の
死
と
共
振
し
、
避
雷
針
屋
の
幻
想
性
を
一
挙
に
高
め
た
。
こ
こ
の
避

雷
針
屋
は
た
と
え
ゼ
ウ
ス
や
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
で
な
く
て
も
、
「
私
」
に
安

楽
死
を
授
け
る
本
物
の
鎌
倉
の
精
霊
・
雷
神
で
あ
り
、
死
の
世
界
に
あ
ら

か
じ
め
内
通
し
て
い
る
、
冥
界
か
ら
の
使
者
に
も
似
て
い
る
。
本
物
の
近

代
小
説
な
ら
ゼ
ウ
ス
の
よ
う
な
神
が
登
場
す
る
は
ず
が
な
い
が
、
偽
物
で

「
こ
し
ら
え
も
の
」
の
博
物
誌
の
よ
う
な
小
説
空
間
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
現

実
生
活
と
ゴ
シ
ッ
ク
・
ロ
マ
ン
ス
の
驚
異
が
融
合
し
、
奇
を
て
ら
わ
ず
に

超
自
然
が
た
と
え
何
の
象
徴
機
能
を
持
た
な
く
て
も
現
れ
る
。

リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
箴
言
「
一
冊
の
書
物
は
鏡
の
ご
と
き
も
の
だ
。

猿
が
こ
れ
を
の
ぞ
き
こ
め
ば
、
そ
こ
に
映
る
の
は
明
ら
か
に
使
徒
の
顔
で

は
な
い
」

は
こ
こ
で
、
読
む
こ
と
に
対
し
て
「
書
物
へ
参
入
す
る
」
と

(35)

い
う
新
し
い
意
味
を
付
与
し
、
本
物
の
書
物
・
正
典
を
書
き
換
え
る
、
解

体
す
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
想
像
力
を
揶
揄
す
る
表
現
と
し
て
も
捉
え

ら
れ
る
。



78

科
学
へ
の
親
近
感
は
「
同
じ
精
神
家
族
」
に
属
す
る
文
学
者
た
ち
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
の
物
理
学
教
授
で
あ
る
リ
ヒ

テ
ン
ベ
ル
ク
が
ド
イ
ツ
で
避
雷
針
を
設
置
し
た
最
初
の
人
物
と
見
な
さ
れ

て
お
り
、
彼
は
一
七
九
四
年
と
い
う
雷
の
当
た
り
年
で
論
文
『
雷
恐
怖
症

と
避
雷
針
』
を
発
表
し
た

。
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
つ
い
て
、
ブ
ル
ト
ン

(36)

は
『
黒
い
ユ
ー
モ
ア
選
集
』
の
中
で
「
経
験
の
人
と
し
て
の
特
質
が
、
夢

、
、

想
家
の
特
質
と
こ
の
上
な
く
親
密
に
共
存
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

(37)

ま
た
、
サ
ド
の
「
イ
ン
テ
リ
」
の
気
質
に
共
感
を
抱
く
澁
澤
は
、
ブ
ル
ト

ン
が
『
黒
い
ユ
ー
モ
ア
選
集
』
に
収
録
し
た
シ
ャ
ル
ル
・
ク
ロ
ス
「
恋
愛

の
科
学
」
を
自
ら
編
集
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
怪
奇
小
説
傑
作
集
４
』
に

再
録
し
た
。
人
間
が
我
が
も
の
と
し
た
科
学
技
術
が
安
心
の
拠
り
ど
こ
ろ

で
あ
る
の
を
や
め
て
、
人
間
の
手
に
負
え
ず
に
恐
怖
が
い
よ
い
よ
増
大
す

る
と
こ
ろ
で
近
代
の
幻
想
小
説
が
誕
生
す
る
と
い
う
澁
澤
の
幻
想
小
説

観

は
、『
黒
い
ユ
ー
モ
ア
選
集
』
に
見
ら
れ
る
ブ
ル
ト
ン
の
嗜
好
と
一
致

(38)
し
て
い
る
。『
黒
い
ユ
ー
モ
ア
選
集
』
に
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
避
雷
針
に

関
す
る
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
は
も
う
一
つ
あ
る
。「
避
雷
針
つ
き
の
絞
首
台
」
(39)

と
い
う
、
謎
に
包
ま
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
言
葉
で
あ
る
。

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
先
祖
が
ゴ
シ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
は
、
ブ
ル
ト

ン
が
編
ん
だ
『
黒
い
ユ
ー
モ
ア
選
集
』
や
美
術
評
論
集
『
魔
術
的
芸
術
』

（
こ
の
二
作
は
い
ず
れ
も
澁
澤
が
偏
愛
す
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
書
物
で
あ
る
）
に

採
択
さ
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
の
小
説
家
・
画
家
の
名
前
か
ら
垣
間
見
え
る
が
、

ゴ
ッ
シ
ク
研
究
の
古
い
名
作
『
ゴ
シ
ッ
ク
の
炎
』
の
著
者
ヴ
ァ
ー
マ
の
論

説
は
以
上
の
結
論
を
踏
ま
え
た
的
を
射
た
解
釈
な
の
で
、
こ
こ
で
引
用
す

る
。

し
か
し
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
本
当
の
先
祖
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
小

説
よ
り
も
、
そ
の
崩
れ
た
形
式
で
あ
る
。
十
九
世
紀
初
期
の
断
片
的

、
、
、

ゴ
シ
ッ
ク
作
品
に
求
め
な
く
て
は
い
け
な
い
。こ
の
断
片
的
作
品
は
、

、
、
、
、
、

つ
ぎ
は
ぎ
細
工
と
も
言
う
べ
き
で
、
互
い
に
関
連
が
な
い
恐
怖
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
よ
っ
て
雰
囲
気
を
煽
る
の
で
あ
る
。
戦
慄
を
も
た
ら
す

謎
の
説
明
も
せ
ず
、
身
震
い
を
も
た
ら
す
プ
ロ
ッ
ト
の
繋
が
り
を
作

ろ
う
と
も
せ
ず
に
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
ピ
カ
ソ
、
マ
ル
ク
・
シ
ャ

ガ
ー
ル
、
キ
リ
コ
、
ク
レ
ー
や
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
の
絵
画
と
、

ま
さ
し
く
同
じ
感
覚
を
言
葉
に
よ
り
呼
び
起
こ
す
の
で
あ
る
。
(40)

ゴ
シ
ッ
ク
の
廃
墟
の
よ
う
な
崩
れ
た
形
式
は
澁
澤
版
「
避
雷
針
屋
」
の

構
成
上
の
特
徴
で
あ
る
。
近
代
の
幻
想
小
説
は
非
科
学
・
超
自
然
の
法
則

で
統
一
さ
れ
た
、
化
け
も
の
が
跳
梁
す
る
世
界
で
は
な
く
、
む
し
ろ
寄
せ

集
め
た
断
片
か
ら
構
築
さ
れ
た
パ
ロ
デ
ィ
の
世
界
で
あ
る
。
そ
こ
に
幻
想

が
侵
入
す
る
隙
間
が
な
ん
ら
か
の
形
で
残
さ
れ
る
。「
避
雷
針
屋
」
は
こ
う

し
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
親
和
性
、
ブ
ル
ト
ン
『
黒
い
ユ

ー
モ
ア
選
集
』
と
メ
ル
ヴ
ィ
ル
「
避
雷
針
屋
」
の
テ
ク
ス
ト
空
間
の
親
和

性
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
手
法
で
語
る
小
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
澁
澤
版
「
避

雷
針
屋
」
の
幻
想
は
ゴ
シ
ッ
ク
小
説
の
よ
う
な
恐
怖
や
戦
慄
を
も
た
ら
す

も
の
で
は
な
い
。
パ
リ
の
閉
鎖
的
都
市
空
間
が
惹
起
こ
す
「
外
部
か
ら
化

け
物
が
侵
入
す
る
」
恐
怖
か
ら
逃
れ
、
世
界
意
識
の
拡
大
と
も
言
う
べ
き

(41)

博
物
誌
的
な
世
界
へ
航
海
す
る
明
る
さ
は
、
澁
澤
の
幻
想
小
説
の
通
奏
低

音
で
あ
る
。
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主
人
公
の
諧
謔
味
の
あ
る
安
楽
死
で
一
挙
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
獲
得

し
た
避
雷
針
の
精
霊
は
、
こ
う
し
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ

の
手
法
で
構
成
さ
れ
る
博
物
誌
・
選
集
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
の
中
で
、
生

命
を
吹
き
こ
ま
れ
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
霊
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

五
、
結
び

澁
澤
龍
彥
は
メ
ル
ヴ
ィ
ル
「
避
雷
針
屋
」
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
読
み
、「
自

分
の
死
を
自
分
の
手
に
」
と
い
う
観
念
的
な
掌
編
と
「
避
雷
針
屋
」
と
い

う
博
物
誌
風
の
幻
想
譚
に
お
い
て
二
度
に
わ
た
っ
て
翻
案
し
た
。
そ
こ
に

は
十
数
年
間
の
澁
澤
の
思
想
の
変
化
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
ボ
ル
ヘ
ス
の
影
響
で
メ
ル
ヴ
ィ
ル
は
カ
フ
カ
を
予
告
す
る
幻
想

作
家
と
し
て
認
識
さ
れ
、
後
に
小
説
「
避
雷
針
屋
」
の
テ
ク
ス
ト
空
間
に

お
い
て
サ
ド
、
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
、
ブ
ル
ト
ン
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
作
家
と

並
ぶ
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
形
而
上
学
へ
の
追
求
と
哲

学
志
向
が
剝
ぎ
取
ら
れ
、
避
雷
針
は
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
対
象
と
し
て
物

語
に
鎮
座
し
、
幻
想
の
闖
入
を
担
保
す
る
。
聳
え
て
い
る
ゴ
シ
ッ
ク
の
塔

に
設
置
さ
れ
た
避
雷
針
は
雷
を
招
き
寄
せ
、
幻
想
文
学
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と

い
う
空
間
に
「
時
間
」
に
打
ち
勝
つ
想
像
力
を
一
点
に
凝
集
す
る
。
リ
ヒ

テ
ン
ベ
ル
ク
の
箴
言
は
、
従
来
の
書
物
を
書
き
換
え
る
、
解
体
す
る
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
想
像
力
を
揶
揄
す
る
表
現
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
。
翻

訳
と
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
手
法
、
博
物
誌
的
な
テ
ク
ス
ト
空
間
と
幻
想
性
、
ブ

ル
ト
ン
の
み
ず
か
ら
編
ん
だ
『
黒
い
ユ
ー
モ
ア
選
集
』
の
序
文
へ
の
言
及

が
含
ま
れ
る
小
説
「
避
雷
針
屋
」
は
、
書
く
こ
と
と
編
集
す
る
こ
と
が
重

な
り
合
っ
て
形
式
的
に
も
っ
と
も
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
黒
い
ユ
ー
モ
ア
選
集
』

に
近
い
小
説
で
あ
る
。

コ
ラ
ー
ジ
ュ
や
翻
訳
を
通
じ
て
複
数
の
小
説
や
材
源
を
同
じ
場
所
に
集

め
る
こ
と
で
、
幻
想
が
応
え
合
う
バ
ベ
ル
の
塔
の
よ
う
な
空
間
を
作
り
上

げ
、
遥
か
な
る
「
テ
ク
ス
ト
の
彼
方
」
を
読
者
に
提
示
す
る
。
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
に
お
い
て
澁
澤
が
書
い
た
「
序
文
」
や
「
解
説
」
な
ど
の
パ
ラ
テ
ク

ス
ト
は
い
つ
も
避
雷
針
の
よ
う
に
、
感
電
の
記
憶
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

澁
澤
に
と
っ
て
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
い
う
複
数
の
テ
ク
ス
ト
が
接
触
す
る
特

権
的
な
場
所
に
お
い
て
は
じ
め
て
、「
幻
想
文
学
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の

成
立
が
可
能
と
な
る
。
「
避
雷
針
屋
」
が
刊
行
さ
れ
る
時
点
で
、
彼
は
す

で
に
『
怪
奇
小
説
傑
作
集
４
』（
一
九
六
九
）
『
暗
黒
の
メ
ル
ヘ
ン
』（
一
九
七

一
）
『
変
身
の
ロ
マ
ン
』（
一
九
七
二
）
な
ど
、
一
連
の
幻
想
文
学
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
を
世
に
出
し
た
。
そ
れ
ら
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
意
匠
を
分
析
し
、
澁

澤
に
と
っ
て
幻
想
文
学
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題

に
し
た
い
。

【
注
記
】

高
柴
慎
治
「
物
語
の
ア
ラ
ベ
ス
ク

p
a
r
t

」
国
際
関
係
・
比
較
文
化
研
究

六

1

2

(

一)

、
二
〇
〇
七
年
六
月

高
橋
康
也
「
知
の
果
て
の
笑
い
」『
諧
謔
の
箱
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
一
年
八
月
）

2
三
六
六
頁

同
前
、
三
六
七
～
三
六
八
頁

3

大
橋
健
三
郎
「
日
本
に
お
け
る
メ
ル
ヴ
ィ
ル

―
受
容
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
と

4
展
望
」『
鯨
と
テ
キ
ス
ト
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
一
一
月
）
四
五
一
頁
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国
書
刊
行
会
編
集
部

(

編
集)

『
書
物
の
宇
宙
誌

澁
澤
龍
彥
蔵
書
目
録
』（
国
書
刊

5
行
会
、
二
〇
〇
六
年
十
月
）
★
の
場
合
は
澁
澤
の
書
き
込
み
が
あ
る
（
有
無
の
み
が

わ
か
り
内
容
は
不
明
）
こ
と
を
、
☆
は
著
者
ま
た
は
出
版
社
か
ら
の
贈
呈
本
で
あ
る

こ
と
を
示
す
（
『
澁
澤
龍
彥
蔵
書
目
録
』
の
記
号
に
準
拠
）。

久
松
健
一
「
研
究
余
滴

澁
澤
龍
彦
と
ジ
ョ
ゼ
フ
ァ
ン
・
ペ
ラ
ダ
ン
あ
る
い
は
『
悪

6
魔
の
い
る
文
学
史
』
の
舞
台
裏
」
明
治
大
学
教
養
論
集

(

四
二
〇)

、

二
〇
〇
七
年

三
月澁

澤
龍
彥
「
避
雷
針
屋
」
『
唐
草
物
語
』
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
一
年
七
月
）。

7
本
稿
に
お
け
る
澁
澤
龍
彥
の
テ
ク
ス
ト
の
引
用
は
『
澁
澤
龍
彦
全
集
』
に
拠
る
が
、

適
宜
初
出
を
示
す
。

H
erm

an
M

elville ,Le
M

archand
de

paratonnerres,G
allim

ard,1951,p.185.

8

大
槻
鉄
男
・
他
『
ク
ラ
ウ
ン
仏
和
辞
典
』
（
三
省
堂
、
一
九
七
八
）（
★1

5
-03-0

5

）

9

藤
井
か
よ
「
天
か
ら
稲
妻
を
奪
っ
た
男
」
『
史
料
で
読
む
ア
メ
リ
カ
文
化
史
』（
東
京

10
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
十
月
）
二
九
一
頁

佐
藤
彰
「
雷
撃
、
雷
火
と
避
雷
」
『
崩
壊
に
つ
い
て
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

11
〇
〇
六
年
八
月
）
一
四
八
～
一
六
四
頁

大
和
田
俊
之
「
稲
妻
の
想
像
力

:

メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
短
編
に
み
る
主
体
の
通
約
可
能
性
」

12
藝
文
研
究

(

七
八)

、
二
〇
〇
〇
年
六
月

塚
本
邦
雄
『
日
本
人
霊
歌
』
（
四
季
書
房
、
一
九
五
八
年
十
月
）
（
☆1

9
-
0
1
-
0
7

）

13

澁
澤
龍
彥
「
自
分
の
死
を
自
分
の
手
に
」
「
日
本
読
書
新
聞
」
一
九
六
三
年
八
月
十

14
九
日
号

「
自
分
の
死
を
自
分
の
手
に
」
は
後
に
『
澁
澤
龍
彦
集
成
』
第
Ⅶ
巻
、
『
ビ
ブ
リ
オ

15
テ
カ
』
第
Ⅴ
巻
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
乳
房
」
の
項
、
お
よ
び
文
庫
版
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
乳
房
』
に
再
録
。

A
ndré

Breton
,Anthologie

de
l'hum

our
noir,Sagittaire,1950

（
★09-03-01

）

16

ホ
ル
ヘ
・
ル
イ
ス
・
ボ
ル
ヘ
ス
「
序
文
」
酒
本
雅
之
訳
Ｈ
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
『
代
書

17
人
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
一
一
月
）
一
四
頁

澁
澤
龍
彥
「
メ
ル
ヴ
ィ
ル
頌
」「
文
藝
」
一
九
八
〇
年
四
月
号
（
『
魔
法
の
ラ
ン
プ
』

18
所
収
）

澁
澤
龍
彥
「
神
の
沈
黙
」
国
書
刊
行
会
版
『
メ
ル
ヴ
ィ
ル
全
集
』
の
推
薦
文
（
『
魔

19
法
の
ラ
ン
プ
』
所
収)

種
村
季
弘
「
解
説
」
『
澁
澤
龍
彥
全
集

第
一
八
巻
』
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九

20
四
年
一
一
月
）
四
八
五
頁

前
掲
「
メ
ル
ヴ
ィ
ル
頌
」

21

ボ
ル
ヘ
ス
に
よ
る
『
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
』
序
は
二
篇
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ン
ソ
ロ
ジ

22
ー
「
バ
ベ
ル
の
図
書
館
」
シ
リ
ー
ズ
と
、『
序
文
つ
き
序
文
集
』
に
収
録
さ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
蔵
書
目
録
に
な
い
。

目
黒
聰
子
「
ボ
ル
ヘ
ス
邦
語
書
誌
」『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
一
九
八
三
年
八

23
月

ホ
ル
ヘ
・
ル
イ
ス
・
ボ
ル
ヘ
ス
「
『
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
』
序
」
土
岐
恒
二
訳
『
ユ
リ
イ

24
カ
』
一
九
七
七
年
四
月
号
，
一
〇
八
頁

前
掲
「
メ
ル
ヴ
ィ
ル
頌
」

25

前
掲
「
神
の
沈
黙
」

26

な
お
ボ
ル
ヘ
ス
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
と
ニ
ー

27
チ
ェ
の
形
而
上
学
志
向
を
突
き
合
わ
せ
て
論
じ
る
、
当
時
広
く
読
ま
れ
た
中
村
一
夫

『
道
化
の
宿
命

―
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
文
学
』（01-05

-36

）
の
影
響
も
見
ら
れ
る
。

ホ
ル
ヘ
・
ル
イ
ス
・
ボ
ル
ヘ
ス
「
カ
フ
カ
と
そ
の
先
駆
者
た
ち
」
中
村
健
二
訳
『
続

28
審
問
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
七
月
）
一
九
二
頁
。
傍
点
原
文
。
本
書
は
か
つ
て
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『
異
端
審
問
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
★03-09-10

）

澁
澤
龍
彥
「
付
喪
神
」「
文
藝
」
（
河
出
書
房
新
社
）
一
九
七
六
年
二
月
号

29

澁
澤
龍
彥
「
姉
の
力
」「
文
藝
」
（
河
出
書
房
新
社
）
一
九
七
六
年
一
月
号

30

安
藤
礼
二
「
編
集
と
博
物
誌
」『K

A
W
A
D
E

文
芸
別
冊
総
特
集

澁
澤
龍
彥
増
補
新
版
』

31
（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
三
年
六
月
）

H
erm

an
M

elville,Le
M

archand
de

paratonnerres,G
allim

ard,1951,p.184.

32

池
田
正
博
「
ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
『
避
雷
針
売
り
の
男
』
に
つ
い
て
」『
奈

33
良
大
学
紀
要
』

(

三
五)

、
二
〇
〇
七
年
三
月

「
解
説
」『
澁
澤
龍
彥
全
集

第
一
八
巻
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
四
年
一
一
月
）

34
四
九
二
頁

G
e
or
g
C
h
r
i
s
t
o
p
h
L
i
c
h
t
e
n
b
e
r
g
,
A
ph
o
ri
s
m
es,

p
r
é
f
a
c
e
d
e
A
n
d
r
é
B
ret

o

35n
,
P
au
v
e
r
t
,
1
9
6
6

（
★0

4
-
0
4
-
4
0

）
ブ
ル
ト
ン
に
よ
る
序
文
は
『
黒
い
ユ
ー
モ
ア
選

集
』
の
エ
ッ
セ
イ
の
再
録
で
あ
る
。

石
原
あ
え
か
「
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
と
避
雷
針

―
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
、
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル

36

ク
、
ゲ
ー
テ
」『
モ
ル
フ
ォ
ロ
ギ
ア
』（
二
五
）、
二
〇
〇
三
年

ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
『
黒
い
ユ
ー
モ
ア
選
集

一
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇

37
七
年
八
月
）
八
一
頁
。
傍
点
原
文
。

澁
澤
龍
彥
「
幻
想
文
学
に
つ
い
て
」（
『
世
界
幻
想
名
作
集

別
巻
一
』（
世
界
文
化

38
社
、
一
九
七
九
年
一
月
）

前
掲
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
『
黒
い
ユ
ー
モ
ア
選
集

一
』

九
一
頁

39

デ
ヴ
ェ
ン
ド
ラ
・P

・
ヴ
ァ
ー
マ
『
ゴ
シ
ッ
ク
の
炎
：
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ

40
ク
小
説
の
歴
史

―
そ
の
起
源
、
開
花
、
崩
壊
と
影
響
の
残
滓
』（
松
柏
社
、
二
〇
一

八
年
六
月
）
三
六
七
頁

パ
リ
の
閉
鎖
的
都
市
空
間
と
ロ
ン
ド
ン
お
よ
び
周
り
の
中
小
都
市
に
よ
っ
て
構
成

41
さ
れ
た
開
放
的
な
空
間
、
都
市
空
間
の
特
徴
が
幻
想
文
学
に
与
え
た
影
響
は
荒
俣
宏

『
別
世
界
通
信
』（
月
刊
ペ
ン
社
、
一
九
七
七
年
五
月
）
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期
課
程
一
年
）


